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☆生活：場に応じた言葉遣いをしよう
☆人権：（小・中）安全に行動しよう

今年度は特に、自ら課題を見つけ主体的に学ぶことができる
児童生徒の育成を目指します。また、自学自主力を身につける
ことで、授業と家庭学習が往還した学びのスパイラルを実践し
ていきたいと考えております。

学校から見る大空には、子ども達が作成したこいのぼりが、風
の波間で元気よくはしゃぎながら、誰にも負けない泳ぎをしてお

り、たくましい船浮校の元気な子ども達の様子をアピールしてい
るようです。
令和５年度がスタートして，１ヶ月が過ぎました。今年度は、

コロナ禍による教育活動の中止または延期がほぼなくなると予想
されます、この中で本校では、地域に根ざし、主体的に学ぶこと
ができる児童・生徒を育成して参ります。保護者、地域の方々に
おかれましては、学校の教育方針をご理解の上、ご協力のほど宜
しくお願いします。
さて、４月に開催された「船浮音祭り」では、子ども達は準備

から当日の販売・片付けまで、一生懸命体験活動を行っておりま
した。この中で、「感謝できる人」「自分で考え行動出来る人」に
ついて学ぶことができたのではないかと感じております。これも
地域の皆さまの温かいご支援があったからだと思います。本当に
ありがとうございました。これからの地域と連携しながら本校の
教育活動を行っていきたいと考えております。

今年度職員も大幅に入れ替わり、児童生徒も昨年度途中から５名
増えたため、地域の消防団のみなさんに説明を受けながら、避難経

路や地域について学びました。

６年生で学習する「人の
４月２９日（土）白浜小学校のみなさんが船浮港へ来校し、合同遠 体のつくりと働き」につい

足を行いました。この中で「船浮集落全マスビンゴ」や子ども達が考 て、実験をしながら、人は
えた「ゾンビコンセント鬼」を行い、盛り上がりました。 呼吸によって体内に酸素が取り入れられ，体外に二酸化炭素などが
「船浮集落全マスビンゴ」では、船浮校のみんなが各グループにわ 出されていることを理解することができました

かれ集落内を案内しながら中心となり、無事全グループクリアーする
事ができました。
また、子ども達の様子を見ていると、たくさんの友だちとふれあう

ことで、笑顔が溢れ、積極的にコミュニケーションを取っている様子
がありました。みんな仲良く楽しい時間を過ごしました！
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今月の目標

「チーム船浮丸」出港後１ヶ月が経ちました

２日（火） 振替休日
３日（水） 憲法記念日
４日（木） みどりの日
５日（金） こどもの日
８日（月） 教育相談週間～12日
９日（火） 人権の日 校長講話 校医検診
12日（金） 児童生徒会活動
19日（金） 学校訪問
20日（土） たけのこ採り
22日（月） 振替休日
23日（火） くるちの杜プロジェクト（児童対象）
24日（水） クリーンデー
25日（木） 町集団宿泊学習（1日目）小5
26日（金） 町集団宿泊学習（2日目）小5

①石灰水の様子 ②息を石灰水にか
けた後 （白く
濁った）

理科の先生いつも楽しい授業ありが
とうございます。多くのことを学んで
下さい。そして、たくさんの情報をみ
なさんに伝えて下さいね！


